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　日ごろから日本共産党に期待を寄せていただき、

ありがとうございます。

　今日はあなたに、日本共産党に入党することを真

剣に考えていただきたくて、このよびかけをおくります。

「しんぶん赤旗」や後援会ニュースを読んだり、日

本共産党を応援していただいているあなたの思いに

誠実に向きあおうとするなら、私たちからも率直に気

持ちを伝えることが大事だと考えたからです。

　私たちの中には、青年・学生の時に入党した人も

いれば、年を重ねてから入党した人もいます。大企

業で働く人、中小企業や農業を営む人、子育てや
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介護、家族を支えることに専念している人、大学や

専門学校で学んでいる人まで、みんなが自分の個性

を輝かせ、日々の生活を送りながら、全国津々浦々

で日本共産党の活動に参加しています。

　これから日本共産党がどんな党かを、あなたにお

伝えしたいと思います。私たちの訴えに共感していた

だけたら、あなたも綱領と規約を読み、日本共産党

の一員となって、社会の進歩をめざす新しい人生の

一歩を踏み出してくださることを心からよびかけます。
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　日本の政治には、世界では他に見られない異常なゆがみがあります。

　一つは、全国各地に米軍基地がおかれ、アメリカの言うことには
何でも従う異常な「アメリカいいなり」の政治です。日本は、第２
次世界大戦後アメリカの占領下におかれたのち、１９５１年に日米
安保条約を結び、国土も軍事もアメリカに握られた異常な状態が
続いています。まともな独立国とはとうてい言えません。

　いま、そのことがどんなに人々の命と生活を脅かしていることで
しょう。米兵による暴行事件があとをたたず、米軍機の墜落や落下
物事故も相次いでいるのに、日本政府はアメリカの言い分をうのみ
にするだけです。沖縄では県民の意思を無視して、巨大な米軍新
基地をつくろうとしています。ベトナム戦争、イラク戦争をはじめ、
アメリカの戦争には、それがどんな違法な先制攻撃の戦争であって
も、何でも賛成、協力してきました。さらにいま、憲法９条を変え、

「アメリカ・財界中心」の政治の
異常なゆがみを大本から
ただす党
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何の制約もなくアメリカとともに海外での戦争にのりだす国にしよう
としています。こんな道をこのまますすんでいいでしょうか。

　もう一つは、たった１％の大企業と富裕層がたくさんの富を手に
しながら、９９％の人々の暮らしを犠牲にする異常な「財界中心」
の政治です。日本は、ヨーロッパなどでは当たり前になっている暮
らしをまもるルールがない、「ルールなき資本主義」の国になって
います。

　長時間過密労働、過労死、人間を使い捨てにする不安定雇用
など、ひどい働かせ方が野放しにされています。社会保障は貧弱、
学費は高額、女性差別は根強く、人々を苦しめています。福島原
発事故による被害が深刻化しているのに、原発にしがみついていま
す。どの問題でも、その大本には、財界のもうけ第一の政治のゆ
がみがあります。

　日本の政治は、アメリカのものでも、財界のものでもありません。
主権者・国民のものです。“「アメリカいいなり」「財界中心」とい
う二つのゆがみをただす民主主義革命によって、「国民が主人公」
の国をつくろう ”―これが綱領で掲げている私たちの目標です。
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　日米安保条約を廃棄し、アメリカとは対等・平等の平和友好条
約を結んで、ほんとうの独立国といえる日本をつくります。大企業
の横暴をおさえる民主的規制によって、国民の暮らしと権利を守る

「ルールある経済社会」をきずきます。日本国憲法のすべての条
項を守り、とくに憲法９条をはじめとする平和的・民主的条項を全
面的に実施し、憲法のすばらしさが生きる日本をつくります。

　「共産党はブレない」―よく私たちにこうした評価をいただくこ
とはうれしいことです。私たちがどんなに複雑な課題であっても、
国民の立場にたった解決の方向を示せるのは、日本社会の抜本的
改革の道筋を明らかにした綱領をもっているからです。日本社会の
どこがおかしいのか、その原因は何か、どうしたら変えられるのか
を見定めているからこそ、私たちはブレることなく、国民のために
頑張ることができます。この党をのばすことが、希望ある未来をひ
らく一番の力になるのではないでしょうか。
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　それでは社会の変革をどうやって進めるのか。

　思想・信条の違いをこえて、当面する改革に賛同するすべての人々
が力をあわせ、統一戦線の力で国民多数の支持と共感を獲得し、
社会を変えようというのが、日本共産党の一貫した立場です。

　民主主義革命をすすめる政府も、日本共産党だけでつくろうとは
思っていません。労働者、勤労市民、農漁民、中小企業家、知識人、
女性、青年、学生など、民主的改革を求めるすべての人々、政党・
団体・個人を結集した統一戦線をつくり、その勢力が国会の議席
の多数を獲得し、統一戦線の政府・「民主連合政府」をつくること
によって、改革を実行しよう―これが、私たちが綱領で掲げてい
る方針です。

力あわせ、未来ひらく
―統一戦線の力で変革をすすめる党



　さらに、私たちの綱領では、「アメリカいいなり」「財界中心」の
ゆがみをただす改革のすべてに一致しなくても、国民の利益になる
なら、さしあたって一致できる目標の範囲で統一戦線をつくり、そ
のうえに政府を実現するために力をつくすことも明記しています。

　安保法制（戦争法）が強行された２０１５年９月１９日、私たちは、
「戦争法廃止の国民連合政府」（野党連合政権）を提案し、野党
の選挙協力の追求という道に踏み出しました。「さしあたって一致で
きる目標」で統一戦線をつくる方針の具体化です。それ以来、さま
ざまな困難を乗り越えて、自民党・公明党とその補完勢力に、市
民と野党の共闘が対決する新しい時代を切り開いてきました。

　国民と力をあわせ、未来をひらく党が日本共産党です。この党が
強く大きくなってこそ日本の政治は変わります。市民と野党の共闘
を発展させ、野党連合政権に挑戦する歴史的時代に、日本共産党
に入って一緒に力をあわせようではありませんか。
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　日本共産党は、野党であっても自主自立の平和外交にとりくんで
いる政党です。

　２１世紀の世界は、どんな世界でしょうか。表面だけをみると複
雑な動きが目に入ります。しかし、２０世紀から２１世紀へという大
きな歴史の流れで見ると、人類の歴史は確実に平和と進歩への歩
みをすすめています。

　２０１７年７月７日、１２２カ国の賛成で核兵器禁止条約が採択さ
れました。核兵器に「悪の烙印（らくいん）」をおし、核の脅しによっ
て安全をはかろうという「核抑止力」論を否定する、画期的なものです。
広島・長崎の原爆投下から７０年あまり、被爆者の声と日本の原水
爆禁止運動、核兵器廃絶をめざす世界の人 の々行動が、ついに人類
の新たな歴史の幕を開けたのです。

世界の本流にたった外交を
すすめる党
―２１世紀の新しい世界の姿をとらえて



　核兵器禁止条約の国連会議では、コスタリカ、オーストリア、ア
イルランドなど “ 小さな ” 国々が活躍しました。国際政治の「主役」
は、一部の大国ではありません。すべての国の政府が対等・平等
の資格で国際政治の主人公になる新しい時代が到来しています。
多くの民族を抑圧してきた植民地体制が崩壊し、１００を超える国々
が独立した２０世紀の「世界の構造変化」が、核兵器のない世界
をめざす流れとなってあらわれているのです。

　軍事同盟に縛られない、非同盟・中立の流れも発展しています。
日本ではアメリカとの軍事同盟が当たり前のように思われがちです
が、世界はそんな状況ではありません。アメリカ中心の軍事同盟が
多くの地域で解体し、東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）、中南米
カリブ海諸国共同体（ＣＥＬＡＣ）など「紛争の平和的解決」「大
国の介入を許さない」「核兵器をなくす」などを特徴とする平和の
地域共同体が広がっています。

　日本共産党は、２１世紀の世界の本流を前にすすめる野党外交にと
りくんでいます。

　核兵器禁止条約の国連会議には、日本政府が参加しない中で、
日本共産党代表団が正式に参加し、被爆国・日本の声を届けまし
た。条約が採択されるように、国連会議の議長や３８カ国の政府・
機関の代表、ＮＧＯと会談を重ね、志位和夫委員長は、会議の中
でスピーチも行いました。
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　世界の動きから教訓を引き出し、抜本的な外交政策の提案もし
ています。紛争の火種が残る北東アジアで、どう平和と安定をきず
くのか。私たちは、東南アジアのＡＳＥＡＮの経験に学び、「北東ア
ジア平和協力構想」を提唱しています。ＡＳＥＡＮでは、「東南アジ
ア友好協力条約」を結び、あらゆる紛争問題を話し合いで解決す
ることに徹してきました。かつて戦争と敵対の地域だった東南アジ
アが、いまでは平和と協力の地域へと大きく変わりました。北東ア
ジアでも、関係各国が「友好協力条約」を結び、ＡＳＥＡＮのよう
な平和の地域共同体をつくろう―これが日本共産党の提案です。

　この間、朝鮮半島で平和の激動が起こっています。日本共産党は、
北朝鮮の核・ミサイル開発に断固反対するとともに、「戦争だけは
絶対に起こしてはならない、対話による平和的解決が唯一の解決
の道だ」と主張し、関係各国に働きかけてきました。世界は私たち
が求めてきた方向に劇的に変わりつつあります。

　２１世紀の新しい世界の姿をとらえた綱領をもち、世界の本流に
立った外交にとりくんでいる党が、日本共産党です。あなたが、私
たちとともに、平和と進歩の流れを促進する一員となることを、心
から願ってやみません。
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　私たちは、未来への理想をもっています。一人ひとりの個人の
自由な発展が、すべての人間の自由な発展の条件となる未来社会
―社会主義・共産主義の社会をめざすことです。

　これは根拠のない理想ではありません。

　いま資本主義の存続が問われるような深刻な矛盾があらわれてい
ます。世界の富豪８人の資産が、世界人口の半分の資産に匹敵す
るとの調査もあるように、貧富の格差の拡大が止まりません。投機
マネーが世界中を暴れまわり、人々の暮らしを脅かしています。恐
慌がくりかえされ、地球環境の破壊も大問題になっています。この
矛盾に満ちた社会で人類の歴史はおしまいでしょうか。私たちはそ
う考えていません。

未来への理想を掲げる党
―資本主義を乗り越え、
人間の全面的発展が可能となる社会へ
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　資本主義の矛盾の根源は、工場、機械、土地などの生産手段が
個々の資本家に握られ、資本の利潤を増やすことが生産の最大の
目的となる「利潤第一主義」＝もうけ第一主義にあります。生産
手段を個々の資本家の手から社会の手に移す「生産手段の社会化」
を行い、資本の利潤ではなく、社会と人間の発展を目的とする生産
に変えようというのが、私たちの考える未来社会への変革です。

　これによって人間社会は大きく変わります。とくに重要なのは、
労働時間を抜本的に短縮できることです。労働時間が抜本的に短
縮され、自由な時間が増えれば、人間は自分の能力をもっと発達さ
せることができるでしょう。人間の発達によって社会はいっそう発展
し、さらに労働時間を短縮することができるでしょう。そうなれば、
芸術作品を創りたい人も、スポーツをしたい人も、すべての人が自
分の潜在的な能力を開花させる自由な時間を十分に得ることができ
るでしょう。

　“ すべての人間の自由で全面的な発展 ”―ここに私たちのめざ
す資本主義を乗り越えた未来社会の最大の特質があります。日本
共産党という私たちの党名には、この壮大な展望が刻まれているの
です。



　これはあなたが抱いていた「社会主義」の印象とは違うかもしれ
ません。私たちは、崩壊した旧ソ連は、人間を抑圧する体制、他
国に覇権主義をふるう体制であり、社会主義とは無縁の社会だった
と考えています。現在の中国などについても、できあがった社会主
義の国とは見ていません。たくさんの未解決の問題を抱えています。
それは社会主義への試みが、政治や経済の発達が遅れた状態から
出発したことと結びついています。

　日本共産党は、綱領で、資本主義のもとで獲得した自由と民主
主義は、そのすべてを引き継ぎ、より豊かに花開かせることを約束
しています。「一党独裁」や「人権抑圧」など、旧ソ連などで起こっ
たようなことは、絶対に再現させない―これが私たちの確固とし
た国民への公約です。

　人類はまだ、発達した資本主義の国から社会主義の道に踏み出
した経験をもっていません。日本における社会主義への道は、世界
史における特別の意義をもつものとなるでしょう。その素晴らしい
可能性ははかりしれません。

14



15

　日本共産党は、社会の発展の法則を明らかにした科学的社会主
義を理論的基礎とする政党として、１９２２年に創立されました。
日本で最も長い歴史をもつ政党です。それから９６年、日本社会の
進歩のために、平和と民主主義のために、どんなに強力で巨大な
権力にも正面から立ち向かい、不屈にたたかいぬいてきたのが日本
共産党でした。

　一つは、戦前の “ 天皇絶対 ” の政治とのたたかいです。当時、
日本共産党は非合法で、過酷な迫害をうけましたが、国民主権と
反戦平和の旗を掲げ続けました。そのために、逮捕され、投獄され、
命を落とした先輩たちも少なくありません。しかし、どんなに厳しい
道であろうとも、自分の主張をとりさげ、権力に屈服してしまったら、
それは本当に人間らしい生き方をまっとうすることにならない―そ
う思って先輩たちはたたかいぬいたのです。

９６年の歴史をもつ党
―不屈のたたかいの到達点にたって
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　このたたかいは、国民主権や戦争放棄の原則が記された日本国
憲法へと実りました。それは今日、日本の国民にとってのかけがえ
のない財産となっています。

　二つは、戦後の旧ソ連などによる覇権主義とのたたかいです。
１９５０年、ソ連や中国から、“ 武力によって革命を起こす ” という
とんでもない誤った方針を日本共産党に押しつける干渉が行われま
した。中央委員会の一部がこれに呼応し、中央委員会が解体され
てしまいました。この危機を乗り越え、党の統一をかちとるなかで、
日本共産党は、“ 自分の国の進路は自分たちが決める ” “ どんな大
国の干渉も許さない” という「自主独立」の路線を確立しました。
その後も、ソ連と中国・毛沢東派という二つの大国の共産党によっ
て日本共産党に対する乱暴極まりない干渉が行われましたが、それ
を堂 と々打ち破り、誤りを認めさせました。こういう党は、世界で
も日本共産党のほかにはありません。

　このたたかいを通じて、私たちは、ソ連のスターリンによってねじ
曲げられた理論をただし、マルクスやエンゲルスが探求した本来の
科学的社会主義の姿をよみがえらせ、それを全面的にとりいれた綱
領を手にすることもできました。
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　三つは、「日本共産党を除く」という「オール与党」体制とのた
たかいです。１９８０年、当時の社会党と公明党が共産党排除を決
めた「社公合意」をきっかけに、日本共産党を政界から締め出し、
その存在をないものかのように扱う大作戦が始まりました。１９９０
年代前半には「自民か、非自民か」の一大キャンペーン、２０００
年代には「二大政党による政権選択」の一大キャンペーンが行われ、
党の前進をはばむ逆風となりました。

　しかし、私たちは一時の選挙での後退や、統一戦線をつくる困難
に、あきらめてしまうことはありませんでした。どうすれば前進でき
るのかをとことん考え、全国の党員が結束してたたかいました。そ
れから３０年余り、２０１３年の参院選から日本共産党は新たな躍
進をかちとり、新しい市民運動の力と重なりあって、ついに「日本
共産党を除く」壁は取りのぞかれ、市民と野党の共闘で日本の政
治を変えるという新しい時代が開かれました。

　この三つのたたかいは、歴史が決着をつけました。どんな強大な
権力も、日本共産党をつぶすことはできなかったのです。そして、
日本共産党が掲げた主張こそ、世界と日本の進むべき進路であった
ことが証明されたのです。先人たちがその知性と情熱を傾け、開拓
してきた９６年の党の歴史は、現在の私たちの活動も、必ず未来に
生きることを教えてくれています。

　この到達点に立ち、新たな歴史をつくっていくのは、私たちの仕
事です。この仕事にあなたも参加されることを、心から訴えるもの
です。



18

　日本共産党に期待をよせていただいているあなたに、私たちは心
をこめて日本共産党への入党をよびかけます。

　日本共産党は、綱領と規約を認め、党員として活動する意思が
あれば入党できます。入党したら、地域・職場・学園の支部に入り、

（1）支部会議に参加する（2）実収入の１％の党費を納める（3）「し
んぶん赤旗」日刊紙を読む（4）学習につとめ活動に参加するという
四つのことを大切にして活動します。

　社会を変革する事業は一直線には進みません。社会の発展の法
則をつかみ、波乱やジグザグがあってもあきらめずに行動し、力を
あわせる組織が必要です。日本共産党の創立以来９６年の歴史は、
全国の地域・職場・学園に党をつくり、国民と広く深く結びつき、
うまずたゆまず活動することによって切り開かれたものです。

　一人ひとりの人間には、得意なこともあれば苦手なこともありま

あなたの人生を
社会進歩と重ねて
―入党を心からよびかけます
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す。時には壁にぶつかることもあるでしょう。そこで、私たちは、
規約を定め、党員みんなの力を合わせる活動のあり方や運営のルー
ルを大事にしています。支部の活動では、一人ひとりの得手や条件
を生かし、学習と成長を支えあい、助け合って活動します。方針は
みんなで民主的に討議して決め、決定したらみんなで実行する「民
主集中制」というルールを原則にしています。そうしてこそ、個性
ある一人ひとりの多様な力が発揮され、その力を一つに集めて政治
と社会を変える大きな力にすることができるからです。

　人間はだれしも新しいことを始めるには勇気がいります。「私にで
きるだろうか」という不安もあるかもしれません。現在日本共産党
に入って活動している多くの仲間たちも、不安がありながらも、自
分はどう生きるかを考え、入党を決めた初心がありました。それは、
「自分の幸せとともに、みんなの幸せを考えたい」「小さな力であっ
ても社会の発展のために役立ちたい」―そうした自分の思いに正
直に向き合って生きていこう、そして社会も自分も変えていこうとい
う決意です。

　いま、日本では、市民と野党の共闘で自民党政治を終わらせ、
野党連合政権に挑戦する歴史的時代を迎えています。世界では、
核兵器禁止条約の採択という人類史の画期をなす変化が進行し、
多数の国々が主人公となって国際政治を動かしています。

　この激動の時代に、歴史をつくり未来をひらく生き方に踏み出そ
うではありませんか。自分の幸せと社会の進歩を重ねて生きる、生
きがいのある人生を送り、次の世代の人々に歴史をつなごうではあ
りませんか。
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